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学生は、学類で入学し、 ２ 年生以降に主専攻コース（ ９
割が希望どおり）を決め、幅広く用意されている副専攻
を30人に １ 人が選択しています。今後は、 １ 学年1800人
の学生に対し1800ある共通科目を改革し、コアプログラ
ム化するなど、質保証、グローバル化対応を実施し、金
沢大学の志望理由を誰もが「金沢大学だからこそ学べる」
となることを期待しています。
常盤　豊　文部科学省大臣官房審議官
「大学と社会　–専門性と汎用性-」
　大学全入時代と言われていますが、進学率は他の先進
国（OECD平均）と比べて高くありません。同時に、社
会人入学者が少ないのです（OECD平均が ２ 割に対し、
その1/10）。一方で、企業の採用がグローバル化し、日
本人学生に求めるものが変わってきました。そのため、
現在の専門性に偏った大学の姿勢から、汎用的能力の育
成に考えを変えなければなりません。初等、中等教育を
振り返ると、「脱ゆとり」から学校教育法では、知識・
技能を活用し課題を解決するために必要な思考力を養う
ように変革しました。これに対し、大学は専門性の教育
を追い求めていますが、専門分野の知識に加え、幅広い
分野への対応ができるように問題解決能力の育成を背景
に持つべきです。
　さらに、主体的に考えることのできる人材育成には、
受動的な教育の場では育成できません。授業内で、学生
が能動的学修に転換できるように、授業のための事前、
事後の展開が必要です。
浦野光人　ニチレイ相談役
「ONCAMPUS&ONCOMMUNITY」
　これまでの日本は欧米を追随してきており、リーダー
シップを取ってきていません。日本の大学は研究も大事
ですが、教育に注力しなければなりません。とくに、課
題発見、問題解決能力の育成が出来ていません。産業界
を批判的に言うと、大学教育の価値を批判し産業界での
再教育を自負していましたが、それはイノベーション創
出教育ではなくエートス（儒教）教育でした。そのため、
産業界による人材教育はできなかった、今後もできませ
ん。残念ながら、これまでの採用は、大学外での活動や
大学での教育を評価していません。いまだに人事部はそ
れを脱却できていません。理想ですが、採用時に大学で
学んだことを評価できる（人材採用）ようにしたい。専
門性を否定するのでなく、専門性を突き詰めると汎用性
が見えてくる「特殊性にひそむ普遍」です。かといって、
人材教育をすべて大学に求めるものではなく、社会全体
で担うべきです。On Campus（大学での教育）とOn 
Community（家庭，地域，企業）での教育です。
学生がモチベーションを高く持ち、能動的に行動するためにはどうしたら良いのでしょうか？その姿勢は、
本来、大学入学までの成長過程で身につけるべきなのかもしれませんが、現在、私達大学教職員にはそれをう
まく引き出すことも求められています。叱咤激励だけでは事がうまく運ばないと感じるこの頃、今号の ２ 回の
FD講演会と １ つの高等教育シンポジウムの報告の玉稿の中に、そのヒントの一つがあると思いました。
編集後記
「医学のたまご」 海堂尊　理論社
主人公は中学生の男の子。ひょんなことから日本
一の天才に選ばれ、医学部で研究を始め、半年で論
文を発表。少々、奇想天外ですが、研究者倫理の解
りやすい読み物です。著者は「チームバチスタの栄
光」で有名な病理医ミステリー作家。
研究者倫理関連図書
・山崎茂明「科学者の発表倫理」丸善出版
・御代川貴久夫「科学技術報道史」東京電機大学出
版
・ウィリアム・ブロード「背信の科学者たち」講談
社ＢＢ
・村松秀「論文捏造」中公新書クラレ
・柴田鉄治「科学事件」岩波新書
・Ｄ.Ｅ.ニュートン「サイエンスエティックス」化
学同人
本の紹介
